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祝入館者70万人達成．ノ 
太宰治記念館「斜陽館」の有料入館者数が11月14日、70万人を突破

し、館内で記念セレモニーが行われました。 
記念すべき70万人目となった方は、盛岡市の会社員畠山晴佳さん。 

新社会人になって初めての社員旅行で斜陽館を訪れて記念入館者とな
りました。 
記念セレモニーで角田助役から記念の 『写真パネル』が贈られ、畠

山さんは 「高校時代に津軽を読んで、一度は訪ねてみたいと思ってい
ました。とても記念になります。」 と嬉しそうに話していました。 

パソコン操作は g殖1び心Jが大事．ノ 
金木町商工会（会長＝今誠康）主催のパソコン講習会が11月24日～ 

26日の 3日間、商工会ホールで開催され、商工会員など20名が参加し、 
パソコン操作に挑戦しました。 

パソコンの苦手意識を少しでも和らげるため、最初に取り組んだ年
賀状の作成は、参加者の興味深い内容のため、講師の説明を熱心に聞
いては、一生懸命に操作していました。その後、事務の簡素化が図れ
るお得意様の住所ラベルシート作成に挑戦した参加者たちは、楽しく
パソコン操作をしていました。 

 

 

   

・・ヒバの盆栽を寄贈ノ 
津軽森林管理署金木支署（支署長＝岡崎孝次）が交流プラザにヒバ

の盆栽を寄贈し、駅舎と行き交う人たちを和ませています。 
寄贈された盆栽は、金木支署職員が国有林のパトロール中に見つけ

たもので、腐朽した切り株へ約20年前に天然ヒバが樹勢したものです。 
岡崎金木支署長は 「ヒバの産地として全国に名高い金木町。自然に

生えているヒバの生命力や葉の形などを地元の方や訪れる観光客にも
っともっと知っていただきたい」と話していました。 

 

U 

財務事務所長講演会 
11月25日、中央公民館大ホールで町民約50名が出席し、1日財務事

務所が開催されました。 
藤本秀樹青森財務事務所長と角田助役のあいさつ後、財務事務所職

員から業務内容等の説明に続いて、所長の『財政の現状等にてル、て』 
の講演が行われました。 

講演では、資料を用いて『国の財政状況や政策』 などについてのお
話やこの 1日財務事務所を通して、「地域の人たちが身近に感じてい
ただきたい。」 と抱負も述べていました。 

 

 

強盗模擬gui練．ノ l 	  
年末年始警戒中の12月 9日、金木郵便局（局長二＝山中啓三）で、金

木警察署の協力を得て状況設定なしの強盗模擬訓練が行われました。 
午後 2時、突然現れた男二人組が拳銃を発砲し、窓口担当者を人質

に捕って、短刀を振り回し、お金を要求し、そのお金を奪って逃走し
ていくシーンを模擬訓練とは思えない迫真の演技内容でした。 
警察から「犯人特徴報告内容や犯人への対応はすばらしい」と総評

をいただきました。人質にされた女性の方は 「とても恐かった」 と本
音をチラリ・・・。 
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職
場
訪

問
①
 

金
木
第

二
保
育
所
と
第
三

保

育
所

児
」
墨
ハ
十
二
名
が
十
一

月

十
二
日
、

金
木
消
防

署
を

職
場

訪
問
し
ま
し
た
。
 

消
防

署
車
庫
内
で

両
保
育
所

の
代
表

三
名
が
 
「
毎
日
ご
苦
労

さ
ま
で

す
。

体
に

気
を

つ
け
て

私
た
ち
を
見
守
っ
て
く
だ
さ
い
。
」
 

と
署
員
た
ち
に

元
気
で

大
き
な

声
で
激

励
し
、

手
作
り

の
火
の
 

/
 

用
心
『
ポ
ス
タ
ー
』
と
『
リ
ー
ス
』
 

を
プ
レ

ゼ
ン
ト
し

ま
し

た
。

田

中
署
長
は
 
「
み
ん
な
か
ら

い
っ

ぱ

い
元
気
を

い
た
だ
き
ま
し

た
。
 

風
邪
を
ひ

か
ず

元
気
で

保
育

所

に
行
っ

て
く
だ
さ
い
。」
と
お
礼

の
あ
い
さ
つ
を
し
ま
し
た
。
 

そ
の
後
、
保
育
所
児
童
た
ち
は
、
 

消
防
車
に

乗
っ

て
、
大
き
な
歓

声
を
上
げ

て
い
ま
し
た
。
 

原
田
瑞
萌
ち
ゃ

ん

（
第
三
保

育
所
）
は
「
と
て
も
楽
し
か
っ
た
。
 

で
も
火
遊
び
は
し
ま
せ
ん
。
」
と

話
し
て
く
れ
ま
し
た
。
 

ノ
 

ぼ
＼
、
 

職
場

訪
問

②
 

金
木
幼

稚
園
（

園
長

H
片
岡

八
千
雄
）

の
年
少

の
リ
ス
組
一
一

十
三

名
が

十
一

月
十
九

日
、
町

役
場
を
職
場
訪
問
し
ま
し
た
。
 

園
児
た

ち
は
、

父
母
の
会

主

催
の
餅

つ
き
大
会
で
出

来
上
が

っ
た
餅
を
町
長
室
に
持
参
し
、
「お

仕
事
が

ん
ば
っ

て
く
だ

さ
い
。
」
 

と
全
員
が
大
き
な
声
を
そ
ろ
え
て
、
 

お
餅
を

鳴
海
町

長
に

手
渡
し

ま
 

イ
 

し
た
。
鳴
海
町

長
は
「

こ
の
餅

を
食
べ
て
頑
張

り
ま
す
。

園
児

の
皆
さ
ん

は
風
邪
を
ひ

か
な
い

よ
う
に

」
 
とお
札

の
こ
と
ば

を

述
べ
、
園
児
全
員
に

お
菓
子
の

プ
レ
ゼ
ン
を
し
ま
し
た
。
 

園
児
た
ち
が

帰
る
と
き
は
、
 

役
場
職

員
に
向
か
っ

て
「
バ

イ

バ
イ
」
 
と
大
き
な
声
で

お
別
れ

の
あ
い
さ

つ
を
し
ま
し
た
。
 

そ
れ
を
聞
い
た

職
員
た
ち
は
、
 

目
を
細
め
、
微
笑
ん
で
い
ま
し
た
。
 

気
 

ロ
民
鐸
皇
情
報
 

失
業
1
8よ
る
免
陶卵
請
は
詞
早
漕
齢”
 

国
民
年
金
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
経
済
的
に
困
難
な
方
の
た
め

に
、
国
民
年
金
保
険
料
が
免
除
さ
れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。
 

免
除
制
度
は
、
前
年
の
所
得
を
も
と
に
審
査
し
ま
す
が
、
前
年
度

ま
た
は
当
年
度
に
会
社
を
退
職
し
、
失
業
し
て
い
る
方
は

「
国
民年

金
保
険
料
免
除
申
請
書

（
全
額
・
半
額
）」
に
失
業
を
確
認
で
き
る
書

類
を
添
付
す
る
こ
と
で
、
特
例
的
に
失
業
し
た
方
の
所
得
が
な
い
も

の
と
し
て
審
査
さ
れ
ま
す
。
（
世帯
主
、
配
偶
者
に
所
得
が
あ
る
と
き

に
は
免
除
が
認
め
ら
れ
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。）
 

失
業
を
確
認
で
き
る
書
類
一
 

●

雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
 

●

雇
用
保
険
被
保
険
者
離
職
票
 

●

雇
用
保
険
被
保
険
者
資
格
喪
失
確
認
通
知
書
 

●

離
職
者
支
援
資
金
の
貸
付
決
定
通
知
書
 

国
民
年
金
保
険
料
が
免
除
さ
れ
た
期
間
は
、
将
来
老
齢
基
礎
年
金

を
受
給
す
る
際
に
は
、
保
険
料
を
納
め
た
場
合
と
比
べ
て
、
全
額
免

除
は
三
分
の
一
、
半
額
免
除
は
三
分
の
二
に
相
当
す
る
額
が
保
障
さ

れ
ま
す
。
 

※
半
額
免
除
は
半
額
の
保
険
料
を
納
め
な
い
と
未
納
期
間
と
し
て
扱

わ
れ
ま
す
。
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ま
た
、
障
害
基
礎
年
金
、
遺
族
基
礎
年
金
を
受
給
す
る
た
め
に
必
 

要
な
期
間
と
し
て
扱
わ
れ
ま
す
。
 

失
業
に
よ
り
保
険
料
を
納
付
す
る
こ
と
が
困
難
な
方
は
、
未
納
の
 

ま
ま
に
し
て
お
か
な
い
で
、
お
住
ま
い
の
市
町
村
国
民
年
金
担
当
窓
 

口
で
免
除
申
請
す
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。
 

一
 

吏
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《
自
己
紹
介
》
 

今
年
十
月
よ
り
、
公
立
金
木

病
院
・
外
科
に
勤務
し
て
お
り

ま
す
石
戸
谷
孝
博
と
申
し
ま

す
。
今
回
が
二
回
目
の
勤
務と

な
り
ま
す
。
前
回
と
同
様
、
よ

ろ
し
く
お
ね
が
い
しま
す
。
 

療
養
病
棟
の
ご案
内
〕
 

さ
て
、
今
回
は
、
今
年
十
一
月

か
ら
当
病
院
に
医
療
型
療
養
病
棟

が
で
き
ま
し
た
の
で
、
ご
案
内
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
 

0
一
般
病
棟
と
療
養
病
棟
と
ど
こ

が
違
う
の
フ
 

普
通
、
 
般
病
棟
に
入
院
す
る

場
合
に
は
患
者
さ
ま
の
ど
こ
が
具

合
が
悪
い
か
に
よ
っ
て
内
科
、
外

科
、
整
形
外
科
と
い
う
よ
う
に
病

気
の
種
類
に
よ
っ
て
科
別
に
入
院
 
 

に
な
り
ま
す
。
 

一
方
で
病
気
に
は
内
科
的
な
病

気
、
外
科
的
な
病
気
と
い
う
分
け

方
の
ほ
か
に
、
急
に
体
の
具
合
が

悪
く
な
っ
た
急
性
期
の
状
態
や
、
 

症
状
が
落
ち
つ
い
て
点
滴
な
ど
の

治
療
や
検
査
が
あ
ま
り
必
要
な
い

と
い
う
よ
う
な
慢
性
期
の
状
態
と

い
う
よ
う
に
、
急
性
期
、
慢
性
期

と
い
う
状
態
で
の
分
け
方
が
あ
り

ま
す
。
 

療
養
病
棟
は
内
科
、
外
科
、
整

形
外
科
な
ど
の
科
に
か
か
わ
ら
ず
、
 

慢
性
期
の
状
態
の
患
者
さ
ま
が
対

象
で
す
。
例
え
ば
、
現
在
の
症
状

は
安
定
し
て
い
る
の
で
す
が
、
退

院
す
る
の
は
不
安
だ
、
と
い
う
よ

う
な
方
が
対
象
と
な
り
ま
す
。
 

⑨
療
養
病
棟
の
メ
リ
ッ
ト
は
7

・
 

一
般
病
棟
で
は
、
急
性
期
の
患

者
さ
ま
も
、
症
状
が
安
定
し
て
い

る
慢
性
期
の
患
者
さ
ま
も
い
つ
し

ょ
の
病
棟
に
入
院
し
て
い
ま
す
。
 

急
性
期
の
患
者
さ
ま
は
必
要
な

検
査
も
多
く
、
点
滴
や
投
薬
も
行

う
必
要
が
あ
り
ま
す
。
 

一
方
、
慢
性
期
の
患
者
さ
ま
は

点
滴
な
ど
の
治
療
は
あ
ま
り
必
要
 
 

な
く
、
検
査
も
あ
ま
り
行
う
必
要

が
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
よ
り
も
患

者
さ
ま
が
退
院
に
む
け
て
不
安
が

な
い
よ
う
に
す
る
た
め
の
看
護
ゃ

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
が
大
事
に

な
っ
て
き
ま
す
。
 

こ
の
よ
う
に
急
性
期
と
慢
性
期

で
は
治
療
の
内
容
が
違
う
わ
け
で

す
。
 

療
養
病
棟
を
独
立
さ
せ
た
こ
と

に
よ
り
、
慢
性
期
の
患
者
さ
ま
や

看
護
ゃ
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
に

重
点
が
置
け
る
こ
と
に
よ
り
、
慢

性
疾
患
の
患
者
さ
ま
の
治
療
が
よ

り
充
実
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
 

ま
た
、
療
養
病
棟
の
患
者
さ
ま

が
、
仮
に
具
合
が
悪
く
な
っ
た
と

き
は
直
ち
に

一
般
病
棟
に
移
し
て
、
 

検
査
、
治
療
を
行
え
る
と
い
う
病

院
な
ら
で
は
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り

ま
す
。
 

ま
た
、
健
康
保
険
で
の
入
院
に

な
る
た
め
、
介
護
認
定
の
認
定
度

な
ど
と
は
関
係
な
く
入
院
で
き
る

な
ど
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。
 

⑥
療
養
病
棟
の
一
日
 

で
は
、
実
際
に
、
療
養
病
棟
の

一
日
を
見
て
み
ま
し
ょ
う
。
 

午
前
、
あ
る
い
は
午
後
に
回
診

が
あ
り
ま
す
。
回
診
の
時
間
以
外

は
ベ
ッ
ト
か
ら
離
れ
て
、
食
堂
兼

プ
レ
イ
ル
ー
ム
で
過
ご
す
方
も
い

ら
つ
し
ゃ
い
ま
す
。
例
え
ば
テ
レ
 
 

ビ
を
見
て
い
る
方
、
 

看
護
師
さ
ん
と

一

緒
に
折
り
紙
を
折

っ
て
い
る
患
者
さ

ま
も
い
ら
つ
し
ゃ

い
ま
す
。
病
棟
全

体
に
は
患
者
さ
ま

の
お
好
み
に
合
わ

せ
て
音
楽
が
流
れ

て
い
ま
す
。
こ
れ

も
い
い
刺
激
に
な
 

っ
て
い
る
よ
う
で

す
b
 

食
事
は
歩
け
る

方
や
車
椅
子
で
移

動
で
き
る
患
者
さ

ま
は
食
堂
で
皆
さ

ん
御
一
緒
に
ご
飯

を
食
べ
て
い
ま
す
。
 

寝
た
き
り
の
患
者

さ
ま
で
も
入
浴
さ
せ
て
い
ま
す
。
 

そ
の
ほ
か
、
季
節
に
合
わ
せ
て

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
も
企
画
さ
れ

て
お
り
ま
す
。
 

基
本
的
に
は
胸
部
写
真
や
採
血

な
ど
の
検
査
は
月
に

一
度
程
度
で
、
 

そ
の
他
の
時
間
で
リ
ハ
ビ
リ
な
ど

十
分
に
行
え
ま
す
。
こ
の
よ
う
に

薬
や
点
滴
が
主
体
で
は
な
く
、
看

護
中
心
の
医
療
と
な
っ
て
い
ま
す
。
 

⑥
療
養
病
棟
の
効
果
 

療
養
病
棟
が
稼
動
し
て
約
一
月
 

に
な
り
ま
す
が
、

一
般
病
棟
で
は
 
 

寝
た
き
り
だ
っ
た
患
者
さ
ま
が
座

っ
て
ご
は
ん
を
食
べ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
り
、
ほ
と
ん
ど
し
ゃ
べ
ら

な
か
っ
た
方
が
自
発
的
に
し
ゃ
べ

る
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写真は食堂兼プレイルームでの様子です。 
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I お知らせ ~ 2005年農林業センサスが実施さ才はす 

 

農林水産省では、平成17年 2 月 1日現在で、[2005年農林業センサ

ス」を実施します。 

この調査は、我が国の農林業・農山村地域の実態を明らかにする最

も基本的な調査です。 

1月中旬から調査員が農林業関係者の方々を訪問して、調査票に農

林業の経営状況などの記入をお願いします。調査票に記入された事項

については、統計以外の目的には使用されません ので、ご協力をお

願いします。 

《お問い合わせ先》企画観光課 容53 -2111（内線240) 
イメージキャラクター 
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報掲載を希望しない方は町民課窓口に届出の際申し出てください。J 
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女 6・083人 △ 102人 録 
計 11 ・539人 △ 192人 暑 

乃、 11月末現在 
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△ 3 
ーノ 

発行ノ金 木 町 〒037-0202 青森県北津軽郡金木町大字金木字朝日山323 
編集ノ企画観光課 廿0173-53-2111（内線239） ホームページアドレスノhttp://www.kanag目p  

広瓶か倉ぎ z鉾鵬胃母加4  


